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(研究教育報告)

ドイツ文化論講義の方法について

坂 口 尚 史

は じめに

 1993年 からスター トした新 しいカ リキュラムに 「地域文化論(1)」 「地

：域文化論(ID」 と称する新設科 目が， 日吉1，2年 生のための人文科学系の

科目として入った。 法学部が設置 し，(1)は 春学期(前 期)，(II)は 秋学

期(後 期)に 開講され， それぞれの学期末に定期試験を実施 して，学期ごと

に2単 位となる。 しか しゼメスター制度は，法学部の政治学科が中心である

ので，政治学科の受講生にだけ9月 に春学期の成績が知 らされる。法学部法

律学科や，経済学部，商学部の受講者についても春学期の成績として出てい

るのであるが，受講者が成績を確認できるのは，翌年の3月 である。

 制度上の統一がとれないのが残念であるが， オムニバス形式ではな く，一

人の担当者が少なくとも一学期を通 じて講義するので， イギ リス， アメリカ，

フランス，中国， ロシア， スペイン，東欧の七地域の文化論講義を，法学部，

経済学部，商学部，医学部の受講者が多数聴講 している。ただ，東欧につい

ては担当者の都合 もあり，途中から開講 されなくなった。

 筆者は1996年 度か ら 「地域文化論」(1)(II)を8学 期担当 した。法学

部 ドイツ語部会から最初に小名木栄三郎先生が担当され，深田甫先生が担当

された年 もある。両先生 ともすでに退職されている。 ドイツ，オース トリア，

スイスの ドイッ語圏を視野に入れて，(1)は ドイッ文化入門を，(II)は

(1)の 講義の中か ら少 し具体的に， ある時代， あるテーマをとり出 して，
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それぞれ12回 ほどの講義を行 う。聴講者は必ず しもドイッ語の履修者ばか

りでなく，フランス語，スペイン語，ロシア語など ドイツ語以外の外国語を

履修 している学生 も多い。2000年 度 の秋学期については，受講者数 は190

名に達 し，アメリカ，イギリスに次 ぐ大きなクラスとなっている。 しかしこ

れは必ず しも， ドイッ文化に対する受講者の関心の高さを意味 しない。講義

の主旨を反映 して1年 生が多 く，法学部法律学科42名 ，政治学科40名 ，経

済学部15名 ，商学部15名 ，医学部1名 であ り，2年 生 も各部あわせて77

名来ている。

 講義の主旨というのは， この時間が例えば ドイッに関していえば， 「30年

戦争」 がいっの時代にあったのか， 「ローレライ」 とはいかなる歌か等にっ

いて全 く知 らない学生が多 くいるという，最近の大学生の現状に端を発 して

設置されたものである。外国語を学ぶ人が，その国の言葉の背景をなす文化

について，外国語の授業では説明されない部分を講義科 目で学べるように，

また他の外国語をとっている人 もドイッ ・オース トリアについての知識を得

てロマンス語圏の文化と比較できるようにとの目的をもって設置された。さ

らにそのテーマが日吉2年 生の 「人文科学特論」につながり，三田へ行 って

3，4年 生のたあに設 けられている 「人文科学研究会」 に受けっがれるとい

う意図 もある。理想どおりにはなかなかいかないとしても，社会科学を中心

に学ぶ学生にも，人文科学をできるだけひきっづ き研究 してもらうための第

一段階という役割を担 っている。 このため法学部では，旧一一般教養科 目の中

の 「人文」，「社会」，「自然科学」という枠づけは保持されているのである。

人文科学が3，4年 生 にまでのばされたかわりに，専門科目が日吉の1，2年

生に，以前と比べてかなり降 りてきているので，履修す る方 もうまくバラン

スをとっていかなければならない。 これはかなりの難問である。

★

 さて ， 「地域文化論(1)」(ド イッ文化入門)を どのよ うに講義 す るのか。

講義 を担当 す る方 に も難問 があ る。12回 で何 をどの よ うに語 れ ば， ドイ ッ
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語 文 化圏 の文化 の魅力 が伝 わ るのだろ うか。地域文化論 の専門家 はいない。

外国語科 目の担当者が それをや らなければな らない。外国語 の担当者 は以前

にお いて，外国語 の初級 と中級 を教 えるのが主 な仕事で あったのだが， こ こ

に講義科 目を持つ ことにな り， これ まで語学教育 に安住 して きたことが反省

の材料 となって いる。

 小 論 は， 「入門」 の講義 内容 を紹介 して， 次期担当者の参考 に して いただ

くとともに， また別の視点か らご批判 を仰 ぐためのたた き台で ある。

 恒 例 にな ってい る4月 のガイ ダ ンス ・ウ ィー クで シ ラバ スを配 り，30分

余で春 学期の内容を説明 し，同 じ時間帯の秋学期の内容に もふれてお く。今

年度 は 「ドイ ッの古 典主義 とロマ ン主義」であ る。受講 したい人が集 まった

(登録 も終 った)第2週 で， ア ンケー トを実 施 し，「ドイツ ・オー ス トリア ・

スイスの文化 について どんな ことを知 ってい るか」 を きいてみた。予想 で き

た ことではあ るが，積極 的に知 ってい ると書 いたケースではやは り ドイ ツ文

化 を代表 する音楽 にっいての感想 が最 も多 い。 ベー トー ヴェ ンやバ ッハな ど，

ク ラシ ック音楽 が ドイッ文化 を代表 す ると考 えている人 がいる。 その一方 で，

文化 を食文化 やスポーッであ ると考 え， ビールや ソーセー ジ， サ ッカーの ブ

ンデス リーガを ドイ ッの文化 であ ると考 えた人 もいた。 また20人 ほどはア

ドルフ ・ヒ トラーの話 を聞 きたい と書 いてきた。

 全 体 と して ドイ ッの文化 と きいて も， イ メー ジがわ かず，何 が あ るのか

はっき りしないとい う， きわあてあいまいなア ンケー トが半数 ほどある。文

化 その ものに対す る関心が低 く，学生 はどん どん文明化 して いるので はない

か とい う想像 が，過去3年 の講義 経験 で強 くな って きて いる。 この傾 向 は

21世 紀 になってます ます強 くなるであろ う。 「ヨー ロッパ連合」(EU)が 発

展 して いけば， もはや 「ドイッ文化論」 で はな く， 「ヨーロ ッパ文明論」 と

い ったテ ーマ に変 わ って い くか も しれ ない。そ うな ると文化論 の意味 は失な

われて しま う。

以下 に述べるのは12回 の春学期講義のあらましであるが， ほぼ予定どお
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り消 化 でき， また受講者が私語 もせず静か に聴 いて くれ たことを喜んで いる。

もっと も， 受講者が退屈 しかか った ところで，3分 間 ほど音楽を聴かせ ると

いう手を打っ ことを， ガイダ ンス ・ウィー クで約束 し， まず はマル ティ ン ・

ルターの コラールを聴 いて もらった効果 が，少 しは有効 であ ったのであ るが。

〔第1回 〕 ドイッ連邦共和 国の地 図を コピー して16州 を紹介す るとと もに，

各州 の ワッペ ンと州都，面積，人 口を示 した。 ドイ ッの大 まかな地形 と，気

候 を簡単 に説 明 し，後 に登場 す る著名 な文化人 の出身州 をな るべ くまんべん

な く紹介 した。 バ ッハ はチュー リンゲ ン， ル ターはザ クセ ン ・ア ンハ ル ト，

グーテ ンベル クは ライ ンラン ト・プフ ァルッとい った調子 である。 そ して今

日のテーマと して， 「文化」(Kultur)と 「文 明」(Zivilisation)を 対 比 させ，

文化 とい う言葉の定義 にっ いてふれた。 ラテ ン語 のculturaに は，「耕 す」，

「精神 を培 う」， 「神への崇 敬を培 う」 意味が あ り， 野蛮 に対 して人間性を保

持す ることが文化であ り，同時にそれが精神 的な民族 固有の傾向を示 してい

る。 それ は他国へ輸出で きない ものであ る。 これ に対 し文明 は18世 紀に生

まれた言葉 で，普遍性 を もち， どん どん他国 へ輸 出で きる。

 一 部 の受講 者 に関心 の高 い ヒ トラー は ，「野 蛮」(Barbarei)と 定 義 づ け ，

文化 の破壊者 と名 づけておいた。以後 ヒ トラーの話 は しないで済 んだのであ

るが ，秋学期 の 「地域文化論(II)」 の 講義の中で ，ロマ ン主義 を扱 った とき

ワー グナ ーを テーマに とりあげたので ，「バ イロイ ト音 楽祭 とナチ ズムの関

係」 にっいて，40分 ほど説 明 したが， や はり興味深 く聴 いて くれたよ うに

思 う。 ワーグナーと ヒ トラーのナチズムが どの ように関わ ったか とい う問題

は，21世 紀 において も考 えて いか なけれ ばな らない問題 であると考 えた。1)

 これ に対 し 「文 明」 は， 宗教，芸術，学芸 な どの文化 に対す る，人間の技

術 的， 物質的所産であ るとと らえ られて いるので，2)田 舎に対す る都会， 未

開社会 に対 す る発達 した社会 の例を挙 げ，18世 紀 に文 明 の概 念が確立 され

た とき，近代市民社会 を支 え る科学技術 が文 明 として考 え られた ことを強調

した。 また，司馬遼太郎 の講演か ら，文明 には普遍性 があ り，輸 出で きると
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い う話， シーザ ーがAeマ 文明を ガ リアにもた らして， 「飼いな らしのため

の原理体制」を用いてガ リアを征服 した話をっ け加えた。3)

〔第2回 〕 前 回の講義に より， 「文化」 を ドイ ッ個有 の もの と考 えて， 宗教

(Religion)を 文 化論 の柱 と して い く方針 をとった。本 日の資料 には， オース

トリアの9州 の地図 とスイ ス連邦の26州 など， 両 国の資料 と， キ リス ト教

の教会暦を載せた。キ リス ト教 と ドイッ文化 とのかかわ りか ら始あ ようとす

る意図か らであ る。 まず， 本年2000年 の教会暦 を 日付 で示 して， 三大祝祭

日を は じめ 「東方の三博士 の礼拝」(1月6日 の 「公顕節」)，「薔薇 の月曜 日」

(3月6日)， 「昇天祭」(6月1日)， 「待降節第一 日曜 日」(12月3日)ま でを含

あ，原語 も記載 した。 ドイッ語を履修 して いる人が多 いためで あるが，試験

に は原語で出 さない ことを約束 した。教会暦の内容を説明す るには，民俗学

(Volkskunde)の 知 識 も必要 で あ り，詳 しく述 べよ うとす るとか な り大変で

あ る。 ごく簡単 に済 ませ たが， これで少な くとも， 「東方の三博士 とは何で

すか」 とい う質問 は出ないであ ろう。過去 に ドイツ語の授業中 にこの質問を

受 けた ことがあ り， これ は大変だ と思 ったことが ある。

 katholischとevangelischに っ いて は両派 が あ るこ とと， ドイ ツ，オ ー

ス トリア， スイスにお ける両派 の分布 を説明 しただ けで，今回 は終 り， ここ

までが4月 で ある。

〔第3回 〕5月 に入 って この後を どの ように続 けて い くか につ いて， い くつ

かの方法が あるだ ろう。現代を中心 に して，現代 の ドイッの教会 のあ り方，

文化施設(劇 場や歌劇場，美術館)， 大学 や学 校 を説 明 してい く方法 もある。

筆者 はず っと， 歴史 的枠組 を設定 し，5月4回 ，6月4回 ，7月2回 で，18

世 紀 の半ば まで到達す る。 す なわち， 文化 史(Kulturgeschichte)を 述 べ る

方法で ある。 もっと進 めて20世 紀 にまで行 けば よいのであ るが， 本年 は秋

学期の 「文化論(皿)」 で， ドイッの古典主義 とロマ ン主義 をテーマにす る

ので，春学期 はここまで にとどめて，秋学期 にっ な ぐことに した。
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 今 回 か ら， ドイッ人の祖先で あるゲル マ ン民 族の信仰 にふれて， キ リス ト

教化が いか に行 なわれたかを講義す るのであ るが，音楽 の方 はグレゴ リオ聖

歌 を用意 し，聖金 曜 日の聖歌 「見 よ，十字架 を」 の一部 を聴 いた。 ラテ ン語

の歌詞 は紹介 せず， ベ ネデ ィク ト派 の北 ドイ ツ， ミュンス ター ・シュヴァル

ッァハ修道院聖歌隊 のCDを 用 いた。学期末の 「ア ンケー ト」 による と
，何

を歌 っているのか知 りたい と思 った との意見が あ り，次回か ら歌詞 も講義資

料 に入れ るべ きか と思 う。修道院 とい うテーマで， カ トリックの文化 を語 る

こと もで きよ う。 ドイッ史 の中世 の研究者だ った らそれ も可能で あ り，ベ ネ

デ ィク ト派 につ いて詳細 に語れ たで あろうが，筆者 には不可能であ った。

 古 代ゲルマ ン人 の宗教 にっ いて述べ るにあた り， キ リス ト教 の聖霊 と， ゲ

ルマ ン民族 の民 間信仰 の対 象であ る精霊 の違 いを説 明 した
。 この間違 いが過

去 の試験 問題 に多 く見 られたか らであ る。ハ イネの 「精霊 物語」(Elementar-

geister 1835翻 訳 岩波文庫 1980)を 参 考 に して， 文献 に も挙 げておいた。

ニ ンフ， ウ ンデ ィーネ， ザ ラマ ンダー， コーボル ト， ッヴェルク等 の話 は，

グ リムのメール ヒェ ンに登場す ること もあって，か なりの受講者が この テー

マに関心 を示 した。 目下絶版 となって いる岩波文庫を買 いた いという人 も現

われた。岩 波文庫 には，文化論の参考文献が多 く入 ってい るのであ るが， な

かなか入手 で きないのが残 念であ る。 現代 日本 の文化現象 として， このよ う

な良 い参考文献 が入手不可能 とな ってい ることがあ り，改善 が望 まれ る。

 キ リス ト教 の普及 とともに滅 びた古代 ゲルマ ンの神 々について， アイス ラ

ン ドで発見 された 「エ ッダ」 か ら， ヴォー タン， ブリッカ， ドナー， フライ

ア等，北欧神話 の神 々 も資料 に記載 した。 ワーグナーの楽劇 「ニーベル ング

の指環」 の第一部 「ライ ンの黄金」 の リブ レットを， これ らの神 々の名 と

い っ しょに紹介 したが，神話的 な素材 も受講者 には人気があ る
。

 一 般 的に言 えば， キ リス ト教的な内容 よりも異教的な内容 の方が，受講者

には受 け入 れ られやすい とい う傾向があ るのではないだろ うか。 その意 味で，

ゲルマ ン民族 をキ リス ト教化 す るのに尽 くして， そのために 「ドイッ人 の使

徒」 とよばれる聖 ボニ ファテ ィウスの生涯 と業績 について語 る ことはぜ ひ必
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要 で あ った。744年 に創設 された ドイッ最古の フルダ修道院 は， 幸 いに して

一度訪 れた ことがあ り， そのときの印象 を混 えて講義 ノー トを作 り，異教徒

に殺害 されたその悲劇的 な死 にっ いて もふ れた。 フルダ修道院 でみた聖 ボニ

ファテ ィウスの大 きな像 が心 に残 ってお り， キ リス ト教化 されてい く ドイツ

の シンボルのよ うな存在 にな っている と思 われる。

〔第4一 第6回 〕5月 の残る3回 のテーマは， キ リス ト教化された ドイッに

おける，キ リスト教文化にっいてであったが，一つだけ異教的要素の英雄叙

事詩 「ニーベルンゲンの歌」を取 り上げた。

 まず， 「聖書」 にっいて， とくに旧約 と新約のちがい，前者がヘブライ語

後者がギ リシャ語を原典 としていること，およびその成立のしかたを問題に

した。話の中で仏教の聖典 との違 いにふれ，その歴史的性格の相違点 は，

BibelがAD 2-3世 紀に輩出 した一群の人たちによって，異端を廃 して300

年頃成立 したのに対 し， 仏教教団には本来， 「神から発 したとして重要視せ

られる権威」 か ら成る 「神政社会形態」4)が存在 していなかったことである，

とした。 しかも仏教には，仏陀が死去 して約500年 もたって形成 された大乗

経典があり， 異民族の文化の影響を受けるところも大きい。 「聖書」 に見 ら

れる，一神教的な世界観 は仏教にはな く，他宗教を認めないその教義にっい

ては，旧約聖書のモーゼの十戒を例にあげる程度にとどめた。聖霊にっいて

の説明もとくにしなかったのであるが， 「聖霊 とは何か」 について講義後に

質問を受けたことがある。文化を述べる際の難問である。

 キ リスト教の文化については，教会建築にみ られる，ロマネスク，ゴシッ

クの建築様式を覚えてもらう必要があると考えた。このテーマはあるいは

ヨーロッパの美術の担当者に譲るべきかとも思うが，ロマネスク様式は ドイ

ッでは少ないので，代表的な教会，例えばコブレンッ近郊のマリア ・ラーハ

修道院教会やマインッの大聖堂などの名だけを挙げた。

 それよりも重要なのは，中世 ドイッの文化の担い手であった騎士や聖職者

の説明である。最近の高校生は日本史と世界史を全部やっていないため，世
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界 史 における ヨーロ ッパ中 世社会 の成 り立 ちをほ とん ど理解 で きない受講者

がか な りいることがわか ったので， 歴史書を参照 して，5)中 世 ドイ ッの社会

を支配階級 と被支配 階級 に分 け，前者 をさ らにA)世 俗 の権 力(治 め戦う人)，

B)教 会 の権力(祈 る人)， の二っ に分 けた。 被支配階級 をC)農 民
， 市民

(働 く人)と して， それぞれの役割 を示 した。A)に 属 す る皇帝 一国王一領主

一 臣下 が騎 士である
。騎十 と してその名 を教 え るのはハル トマ ン， ヴォル フ

ラム， ゴ ッ トフ リー ト， ワルター ぐらいであろ うか。聖職者 については，教

皇一 大司教 一 司教一 僧 院(修 道院)長 一 司 祭 な どのカ トリック ・ヒエ ラル

ヒーの名を挙 げてお くことは，次 に扱 う宗教改革の テーマに も役立つ し
，中

世文化 の担 い手 は騎士 とな らんで聖職者 であ った とい うように， っな げてい

くきっかけ となろ う。

 先に少 しふれたように，修道院にっいてその起源か ら述べていくと興味深

い文化論となるだろうが，研究書か ら 「修道士の日課」を述べた。6)聖務 日

課の他に修道士は一・日3，4時 間の読書 と，6時 間ほどの労働を行なう。 農

耕，果樹園や野菜園の世話の他に，製粉やパン焼 きもある。 ここで ビールの

醸造の起源が修道院であることも述べることができた。9世 紀後半の話 とし

て，フルダに学んだ僧オ トフリー トがはじめて聖書の注解を古高 ドイッ語で

書き，またスイスのザンク ト・ガレン修道院では，ルー トヴィヒ敬虔王に

よって院長に任命されたグリマル ドがヴェルギリウスをはじあとするローマ

古典を集あて図書館をつくったとされる歴史的な事実を述べた。

 ここから中世における ドイッの大学の創立に移 った。 アルプス以北のヨー

ロッパでは，大学 は主 として司教教会付属の学校か ら発展 したのであり
，

1200年 創立のパ リ大学をモデルとして， 神聖 ローマ帝国内でも1348年 フ.ラ

バ大学，1365年 ウィーン大学，1386年 ハイデルベルク大学，1388年 ケルン

大学ができた。ケルン大学の歴史を簡潔に しるした大学案内が手元にある。

1991年 に訪問研究員 としてケルン大学にいたときのものである。現在の大

学のあり方，入学資格など学校制度にっいても説明することができた。文化

史の中のこのような頃目はす ぐに，伝統が続いているので現在に接続できる。
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で き るだ け現在 にっな げるものを多 くしたい と思 った。

 盛 時の中世 に成立 した，異教 的作 品 「ニーベル ンゲ ンの歌」 につ いて は，

その元 にな って いる， ニーベル ンゲ ン伝説 およびアイス ラン ドの女王 ブ リュ

ンヒル ト伝説 の内容を紹介 したにす ぎない。 ライ ン河畔 の ヴォルム スにあ っ

た ブル グン ド王国 とはるか三千 キ ロ北 の アイ スラン ドとの交流 は， スケール

も大 き くライ ン河畔 に伝わ る最 大の伝説 として知 っておいて ほしい と思 った。

〔第7一 第12回 〕 6月 か らは近代 の序 曲 と して，宗教改革 と人文 主義 の時

代 に入 った。文化 の担 い手が騎士階級 か ら市民 階級 へ移 るところ， その時期

1450年 ごろ にグーテ ンベル クの活版印刷術 発明 があ る。そ のあた りか らを

「市民文化 の時代」 と して， トーマス ・マ ンの言葉 を借 りるな らば， その文

化 の頂点 にある代表者ゲ ーテが生 まれ るまでの300年 間 を終 えれば，春学 期

の 目標 は達 成で きる。 しか し，6月 の終 り頃か ら7月 の はじめにか けて は受

講者 に も疲 れがみえ るので，6回 の うち1回 半 を ビデオを見 ることで消費 し

た。 今年 はオース トリアのバ ロック美術 および ロココ美術 を代表 す るウィー

ンの 「シェー ンブル ン宮殿」の ビデ オを， オー ス トリア ・フィル ム制作 の 凵

本語版 で， もう一本 はプロシア王国の発展 を示 す王都 ベル リンの文化遺 産を

撮影 して いる 「ベル リン」(文 芸春秋制作， スーパーシティズの一巻)で ある。

ビデ オ上映中 は解説で きないので，内容のあ る解説 を して くれてい る ビデオ

が必要 で ある。 「シェー ンブル ン宮殿」 は宮殿 をめ ぐる文化 史の ような構成

に な ってお り，1683年 の オスマ ン ・トル コ軍 との戦 いや マ リア ・テ レジァ

の ことな どを詳 しく紹介 して くれて いる し， 「オース トリア」 といった漠然

と した内容 の ビデオよ りははるか に具体的で よか った。

 後 半 の ポイ ン トは，何 といって も宗教 改革 者マル ティン ・ル ターの業績 と，

それ に関連 して，今年死後250年 の ヨハ ン ・セバ スチ ャン ・バ ッハ，反宗教

改：革の意図を もったオース トリアのバ ロ ックであ った。

 文 化人を中心 に， ドイツの文化を語れ るの はや はり， ル ターぐらいか らで

はな いだ ろうか。 ルターの生涯 にっ いて は， キ リス ト教 関係の著書 の中 に良
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い本 が多い。 一例 を挙 げると， 青山 四郎著 「マル ティン ・ル ター」(1986年

新教出版社， つのぶえ文庫17)は ， 日本 ルー一テル神学専門学校 を卒業 された著

者 の本 で，現代青少年 のための キ リス ト教図書 とされて いる。生 いたちか ら

は じまって， 当時の大学生活，1513年 ごろのいわゆる 「塔 の体験」 の意味

などが110頁 ほ どの中に うま くま とめ られていて，大変参考 にな った
。 これ

をその まま講義 す るわけではないが，百科事典 な どではわか らない部分 を
，

専 門家 の立場 か ら教 えて くれ ている。著者 は 「あ とが き」 の中で， ル ターを

大 きな山にた とえ， 「文化史 の道 を登 る人， 教会史 の道 を登 る人， キ リス ト

教信仰 の道 を登 る人，経済学の道を登 る人，音楽の道を登 る人等 は， それぞ

れすば らしい道がひ らけ る」 と述 べてい る。全 くその とお りであ り
，宗教改

革 上の諸事件，聖書 の ドイッ語訳，人文主義者 フィ リップ ・メ ランヒ トンに

よ るア ウクスブル クの信仰 告 白な どの話 を して いる と
， す ぐ2時 間 ほどに

な って しま う。 しか し， 第1回 の ア ンケー トにあ った要望
， 「音楽 の国 ドイ

ッが どのよ うに して成立 したのかを知 りた い」 との期待 に答え る良 い機会で

あった。ル ターが教会 の礼拝 において聖俗 の別 を廃 し，一般信徒 が直接参 加

す るのを望 み， 自ら作詩作 曲 した コラールを全会衆 に歌 わせたの は画期 的な

こ とで あ った。 「讃 美 歌 の父」 と して の ル タ ーが
，1525年10月29日 に

ヴィッテ ンベルクの町 の教会で は じあて ドイッ語 の礼拝 を行 な った こと
，音

楽 を大切 に したことは ドイッ文化論に欠かせな いで きごとであ る
。ハ イネが

「宗教 改革 の ラ ・マルセイエーズ」だ とい った讃美歌 「神 はわが や ぐら」 は
，

日本語版 の讃 美歌267番 に あるので，資料 に歌詞 を載 せて， 日本語 で聴 いた。

ハイネの 「ドイッ宗教哲学 史考」(1835)や
， トーマス ・マ ンの講演 「ドイ

ッ と ドイッ人」(1945)の 中 の言葉 も引用 した
。 ただ， トーマス ・マ ンな り

ハ イネな りの ドイッ文化論 は
，全体 と して高度な著作で あり，大学1年 生 を

主 に考え るとむっか しす ぎるよ うに思 われ る。2年 生用 の 「人文科学特論」

であれば使え るであろ う。

 音楽 の国 ドイ ッの成立 を語 って， それを約200年 後 に生 まれたバ ッハにっ

なげた。 バ ッハ死後250年 の行事が ドイッで どのよ うに行 なわれたかにっ い
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て は，秋学期 の最初 の講義 で も紹介 しておいた。昨年 のゲーテ生誕250年 や

今年 のバ ッハ関係 の行事 は，講義 の材 料 にな りえた。 バ ッハ あ るいはベ ー

トーヴ ェ ン， ワー グナ ーな ど音楽 家 の生 涯 と業績 につ いて は，dtv-Atlas

Musik， Band 2(1985)を 参 考 に した。 Ulrich Michels編 の この本 は，

BarockやAufkl舐ung， Klassikな どの定義 もあ り， それぞれの芸術文化上

の特 徴が簡潔 に説 明 されて い る。Bachに っ いて は1頁 が当て られ てお り，

その生 涯は4っ の時期， す なわち，Organist in Arnstadt/M�lhausen

1703-08，Hoforganist in Weimar 1708-17， Hofkapellmeiter in K�hen

1717-23，Thomaskantor in Leipzig 1723-50に 分 け られ， その後 に作 品が

な らんでい る。音楽の時間 とは異な り，文化史の テーマとしてバ ッハを考 え

ると，や はりル ター派の熱心な信徒であ るということにな る。興味深いの は，

ケーテ ンの時代で，そ この レオポル ト公が カルヴ ァン派であ ったため，宗教

音楽が ほとん どな く，世俗の器楽曲が多 くなって いるという説明がで きる。

その ような観点か らバ ッハを とりあげた。

 17世 紀 につ いて， ライプニ ッツを語 れば もっとよか ったので あ るが，時

間不足のたあ オース トリアのバ ロ ックへ とテーマを移 した。北の プロテスタ

ン トと対抗す る意味で， オース トリアのバ ロ ックを反宗教改革運動 の文化的

な表現 と規定 した。 それが後 に ドイツ語圏 の二大勢力 となるので あるか ら，

こ こで カ ト リックの オー ス トリアを とりあげて おか ない と不 公平 にな る。

オース トリアとスイスが， ローマ帝国 内に入 っていた ことは重要で あ り，両

国が ラテ ン民族 の文化 の影響 を受 けた ことを説 明するたあ， ウ ィー ンの歴史

か ら入 った。1世 紀 に ローマ人 によ って都市 の基 礎 が築 かれVindobonaと

よ ばれた時代，976年 にバ ーベ ンベル ク家 がOstmarkを 与 え られた こ と，

この王家 によ りウ ィー ンが公 国の首都 にな り，1200年 頃 には ドイ ツ語圏 の

重要 な都市 にな った こと， その後 ルー ドル フ ・フォン ・ハプス ブル ク以来 の

ハ プスブル ク王家 の発展 まで， オー ス トリアだけの歴史 について講義 でき く

ことは受講者 に とって もはじめての はずであ る。 またマキ シ ミリア ン1世 以

来 の宮廷文 化 や， イエ ズス教 団の本処地 グ ラー ッ，30年 戦争 や オスマ ン ・
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トル コとの戦 い，その際 コーヒーが はじめて ドイ ッ語 圏に伝 え られた ことな

ども簡単 にふれておいた。6月 の終 りに見 た 「シェー ンブル ン宮殿」 の ビデ

オは， マ リア ・テ レジアの時代(ロ ココ文化)ま でを補強 して くれ た。

 春 学期 の最後 は， もう一・度北へ戻 って， プロシア王国の発展を中心 に， ベ

ル リンの歴史 と文化 の解 説 と ビデオで終 った。30年 戦争後 のベ ル リンにつ

いて は，大選帝侯 フ リー ドリヒ ・ウ ィルヘル ム(1688年 死去)の 業績 と して
，

フラ ンスの裕 福 なユ グノーに信仰 の 自由，市民権，経 済上 の特権 を与 えた

「ポッダム勅命」(1685)に つ いて， 次 の フ リー ドリヒ3世 による王都 ベル リ

ンの建設， バ ロック様式 の シャル ロッテ ンブルク宮殿 の紹介 で終 りとな った
。

★

 以上が2000年 春学期を中心 とした筆者の講義内容である。ふ り返 ってみ

て抜け落ちている文化的事件が多い。例えば初期市民文化のマイスタージン

ガーや，民衆本 ファウストの話，17世 紀のオペラの誕生 とその発展等様々

である。 しか し，文化論の講義ができることは意義深いことであり，今後 も

続 くことを願 ってやまない。2001年 度 も担当することが決 っており， 「地域

文化論」(1)は 厂ドイツ文化入門」，(II)は19世 紀末か ら20世 紀の ドイ

ッ文化にっいて講義を行なう。まさに終ろうとしている20世 紀の ドイッ文

化をどのようにとらえていくか，新 しい講義ノー トの作成にとりかからなけ

ればならない。

注)

1) ヨアヒム ・ケーラー著，橘正樹訳 「ワーグナーのヒトラー」 は， この問題を考え

  る参考になった。 戦後のバイロイ ト音楽祭が1951年 に再開され， ナチズムの泥

  を落して出発 したこと， フル トヴェングラー指揮のべ一 トーヴェンの 「第九」交

  響 曲の話 も加えて， ヒトラーのナチズムがワーグナーを利用 し，誤用 したことを

  まず説明 し，それとは異なる説，つまりワーグナーを反ユダヤ主義の元凶とする

  説 もあることを紹介 した。筆者自身もこの問題をさらに研究 しなければな らない

  と考えている。

2)平 凡社 「国民百科辞典12」，岩波書店 「広辞苑」第三版などを参考とした
。
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3)「 司馬遼太郎が語る日本」(1998年4月 朝 日新聞社)所 収，1972年10月21日 ，

  富山市における講演の記録。

4) 渡辺照宏著 「仏教」岩波新書青版を参考にした。この本は，キリスト教とのちが

  いを大変わかりやすくさせてくれる。渡辺教授の外国語，サ ンスクリット，パー

  リ語に関する知識がすばらしい。

5) 中央公論社から1960年 代 に出た，堀米庸三編 「世界の歴史」3厂 ヨーロッパ中

  世」が参考になった。

6) 今野国雄 「修道院」近藤出版による。


